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研究の背景及び目的

統合失調症をはじめとする精神疾患は臨床的な症状をもとに診断されますが
、脳の形態的な特徴が診断や将来の臨床経過の予測に有用であることが示さ
れつつあります。われわれのグループでは磁気共鳴画像（MRI）データを用
いてヒト脳形態をさまざまな手法により多面的に評価することで、従来はわ
かっていなかった健常者や精神疾患患者の脳形態特徴を詳細に調べ、これら
の所見を臨床場面で役立てることを目指しています。

■ おもな研究内容

期待される効果・応用分野

われわれの研究成果は精神医学分野において疾患の早期介入に有用な客観的指標となる可能性が
あります。また脳画像解析では関心領域法による用手的な体積測定、voxel-based morphometry
(VBM) 法による全脳レベルでの自動解析、FreeSurferを用いた脳表形態の評価などにより高精度
の解析を行っており、これらの解析技術はヒト脳研究全般に応用可能と考えています。

■ 共同研究・特許など

脳画像データの解析に関する技術提供や共同研究が可能です。
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